
 

 

 

 

■卒業式が行われました 

３日の月曜日、３月には珍しい土砂降りのなか卒業式

が行われ、３年生が前女を巣立っていきました。卒業生

代表の O さんの言葉からは、前女での３年間のたくさん

の思い出とともに、周りの人への大きな感謝の気持ちが

伝えられ、前女らしい感動的な卒業式となりました。３

階の教室がぽっかりと空いた校舎は、寂しさがまだ残り

ますが、３年生の卒業とともに、実質的に１学年上のス

テージに立った皆さんには、これまでの前女の伝統をし

っかり受け継いでますます前女を盛り上げていってほし

いと思います。そして、よく見ておいてほしいのは、卒

業後も学校に来て後期入試のために勉強を続ける先輩の

姿（合格が決まって私服で楽し気に学校に来る先輩もい

ますが・・・）。最後の最後まで望みを捨てずに努力を重

ねる先輩の姿は、きっと後輩の皆さんにとっても大きな

刺激になるはずです。 

 

■と、いうわけで、進路だよりを読み返すと・・・ 

今年度の進路だより８号で紹介したグラフ、覚えてい

ますか？２年生は卒業までちょうど１年。この１年間、 

 

 

 

 

高校生活のゴールに向けて、１日１日をどのように過ご

していくか、改めて見つめ直すきっかけにしてほしい。

ほんの少しの前向きな変化でも、１年続ければとてつも

ない大きな変化になります。ほんのちょっとの妥協が１

年間かけて大きなダメージにもなります。 

 

■「そんなもの、積分すればマイナスよ！！！！」 

一昨年度の共通テスト（数学ⅡB）の問題に、ソメイヨ

シノの開花日を気温のグラフの定積分を利用して予測す

る、という問題がありました。 

つまり、ソメイヨシノというのは、日々の気温の積み

重ねが一定値に達したときに開花する、というもので、

気温の積み重ねは上のグラフがつくる面積によって表さ

れる、という原理です（１年生は来年勉強してください

ね）。 

学習の成果（つまり、サクラが咲くか）も、同じ理屈

です。日々の学習量の積み重ねが一定値に達したところ

で初めて成果として現れる（それまでは蕾の状態が長く

続く）ものです。逆に、ある一時だけ凄く頑張ったとし

ても多くの期間でマイナスの努力だったらそれこそ「積
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設定

正の実数に対して，   をからまで積分した値を   とする。すなわち，

    


   とする。この   がに到達したとき，ソメイヨシノが開花す

る。
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分すればマイナス」になる訳で

す。ちなみに index での言葉は、

某進路主事がこよなく愛する数

学漫画「数字であそぼ」第７巻に

て、恋に溺れて危うく悪い男に騙

されそうになった世見子さんの

目を一発で覚まさせた破壊力の

ある台詞です。 

 

■３月の進路意識向上企画 

 今月も、OG の先輩や卒業生の力を借りて、後輩の皆

さんのためのさまざまな進路企画を用意しています。モ

チベーションを高めるきっかけに！ 

①TEAM-OG 企画「東大生 OG による座談会」（3/10） 

 １０日の放課後に、本

校 OG で現在東京大学

工学部３年に在籍して

いる M さんに本校を訪

問していただき、OG に

よる座談会を開催することになりました。東京大学や、

理工系の分野に興味のある人にとっては、大学の様子や

最先端の学びについて知る絶好の機会だと思います。ま

た、M さんは東京大学の推薦入試で合格を勝ち取った先

輩ですので総合型選抜や学校推薦型選抜入試を考えてい

る人にとっても貴重なアドバイスをいただけると思いま

す。 

 

②合格体験談報告会（3/14） 

 １４日には今年度の入試で見事第一志望校への合格を

勝ち取った卒業生をお招きし、「合格体験談報告会」を開

催します。身近でその努力を見てきた先輩たちの経験は、

皆さんにとって大きな刺激になるはずです。毎年この報

告会を聞いて、「来年は自分が合格を勝ち取ってこの場に

立ちたい！」と頑張る前女生がたくさんいます。放課後

まで残って個別の相談にも応じてくれますので楽しみに

していてください（講師の先輩は後日決定します）。 

 

先日、ある卒業生（元３年生）が進路指導室を訪れ、

進学先の選択に迷っているとの相談を受けました。ちょ

うど選択肢の大学に通っている TEAM-OG の先輩 F さ

んがいたので紹介し、Ｆさんにももしよかったら話をき

いて相談に乗ってあげて欲しい、と依頼したところ、何

と週末に予定をあけてくれて大学のキャンパスの案内ま

でしてくれたそうです。相談に来た卒業生はいたく感動

していました。本当にありがたいことです。 

■「大学入試を知る」第１１回（後期入試とは） 

 国公立大前期日程の入試が終了し、卒業していった先

輩たちの中には、今も学校に来て勉強している人もいま

す。彼女たちは何の勉強をしに来ているのでしょうか。 

 実は国公立大学の入試日程には［前期・中期・後期］

の３つの日程が設定されており、残念ながら前期で不合

格だった受験生が中期・後期の入試に臨むことがありま

す（一部後期日程のみ実施する大学もあります）。学校に

来ている卒業生の多くは、６日から行われる前期日程の

合格発表をうけて、もし不合格だった場合に備えて１２

日から始まる後期入試の準備をしているわけです（偉い

ですよね。本当に頭が下がります）。 

 国公立大への進学を目指す受験生にとっては、まさし

くラストチャンスといえます。その性質上、敗者復活戦

的なイメージがあり、また公表される倍率も高倍率のと

ころが多いため、どうしても悲壮感漂う受験に見られが

ちです。ですが、後期日程は国公立大学を目指す生徒に

とっては意外にチャンスが多い、というのも事実です。 

上の表は、ある年の後期日程の欠席率を表したもので

す。出願したものの前期で合格した人や（前期入試の入

学手続きをした時点で後期入試の受験資格がなくなりま

す）、私大への進学を決めた人は当然受験しませんから、

見た目以上に倍率が低いのが実情です。毎年、「実際に受

験してみたら席がスカスカだった」という声を必ず聞き

ます。また、最近では後期入試の合格発表が終わった直

後に追加合格の連絡が来て、最後の最後で入学の切符を

手にした生徒もいます。進学先を決めた人が新しい生活

の準備を始める姿を見ながら受験するのは、確かに辛い

ですが、それでも最後まで頑張っていれば大きなチャン

スがまだ残っているのです。国公立大や現役での進学の

優先度が高い人は、第一志望校に加え、後期日程をどう

するかということも考えながら受験計画を立てることに

なります。 

 


